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今回はsin波を考える

• 𝑦 = sin 𝜃



基本用語

•波長λ:ある地点からすぐ隣の同じ位相までの距離を表す．単位
は[m]

•周期T:1回振動するのにかかる時間．単位は[s]

•周波数(振動数)f:波が1秒間に振動する回数．単位はヘルツ[Hz]

•角周波数(角振動数)ω:1秒間の位相変化量．単位は[rad/s]

• (角)波数k:単位長さ当たりの波の数k．単位は[1/m]



関係式

• f=
1

𝑇
振動数f[Hz],周期T[s]

• v=f𝜆 速さv[m/s],振動数f[1/s],波長𝜆[m]

• 𝜔 =
2𝜋

𝑇
角周波数ω[rad/s],周期T[s]

• k=
2𝜋

𝜆
角波数k[1/m],波長λ[m]



位相1

•波の式

u=Asin{2𝜋(
𝑡

𝑇
−

𝑥

𝜆
) + α}=Asin(𝜔𝑡 − 𝑘𝑥 + 𝛼)

𝛼:初期位相

𝜔:角振動数

A:振幅(A>0)

k:波数

•オイラーの公式
𝑒𝑖𝜔𝑡 = 𝑐𝑜𝑠𝜔𝑡 + 𝑖𝑠𝑖𝑛𝜔𝑡



𝑒𝑖𝜔𝑡に関して

• 𝜔𝑡が２πより大きい場合、

𝑒𝑖𝜔𝑡 = 𝑒𝑖(2𝜋𝑛+𝜔
′𝑡′) = 𝑒𝑖2𝜋𝑛 𝑒𝑖𝜔

′𝑡′ = 𝑒𝑖𝜔
′𝑡′

ただし、𝜔𝑡 = 2π𝑛 + 𝜔′𝑡′、nは整数



位相2

•山本晃平さんの修論p22の式

• 𝐸𝑜𝑢𝑡 =
1

2
𝐸0 𝑒𝑖2𝑘𝐿𝑥 − 𝑒𝑖2𝑘𝐿𝑦

=
1

2
𝐸0𝑒

𝑖2𝑘𝐿𝑥 1 −
𝑒𝑖2𝑘𝐿𝑦

𝑒𝑖2𝑘𝐿𝑥

=
1

2
𝐸0𝑒

𝑖2𝑘𝐿𝑥 1 − 𝑒𝑖2𝑘(𝐿𝑦−𝐿𝑥)

=
1

2
𝐸0𝑒

𝑖2𝑘𝐿𝑥 1 − 𝑒𝑖2𝑘𝛿𝐿−



位相3

• 𝑐𝑜𝑠2𝑘𝛿𝐿− = 𝑐𝑜𝑠2𝛿𝜙−という式
変形について

•ｋ=
2𝜋

𝜆
から，

• 2𝑘𝛿𝐿− = 2
2𝜋

𝜆
𝛿𝐿− = 2 ∙ 2𝜋

𝛿𝐿−

𝜆

•
𝛿𝐿−

𝜆
は長さの比となっているた

め

• 2𝑘𝛿𝐿− = 2𝛿𝜙−
•という変形が行える．
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